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第52 回

高校奨学生
サマーキャンプ

日　程　

　　　　　　　　                      2 26年

   7月28日(火) ～31日(金)　
 3泊4日

場　所　

斑尾高原ホテル  （長野県飯山市）
https://www.madarao.jp/hotel

参 加 費　　5, 円
定　   員　　8 名　
申込締切　　7月7日(火)まで
※申込方法は裏面をご覧ください。

 集合場所　
●北海道・東北・関東地域 ─ 東京 (新宿) の奨学会本部
●関西・東海・中国・四国・九州地域 ─ 名古屋駅
●その他 ― 個別対応
※参加者の往復交通費は本会が負担します。
※集合場所からキャンプ地までは貸切バスで向かいます。

　　　　　　主催：公益財団法人 朝鮮奨学会キャンプ
 ファイヤー

  野外アドベンチャー

 プログラム

バーベキュー

ウリマル学習

民族文化体験

班別活動

参加者募集



ご 不 明 な 点 が ご ざ い ま し た ら 、 下 記 の 連 絡 先 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

        （公財）朝鮮奨学会 奨学部 高校担当　  　03-3343-5757  　　uri@korean-s-f.or.jp
〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 1-8-1 新宿ビル 1F　　平日 9 時～ 17 時

日本各地の高校奨学生たちと、民族の文化や言葉、歴史に触れてみませんか。

学校生活や進路、在日同胞や祖国について語り合い、仲間の輪を広げましょう。

ビギナー、リピーターともに大歓迎！ 夏の思い出に、奮ってご参加ください。

過 去 の 参 加 者 の 感 想

班別討論で「夢」や「どう生きたいか」
を語り合いました。共感し、驚き、励
まされながら、お互いの心の距離が近
づいていくのを感じました。「誰かと本
気で向き合うこと」「想いを言葉にする
こと」「新しい環境に飛び込む勇気」、
何より、「在日朝鮮人韓国人という仲間
の存在」の大切さを学びました。
� （大阪 男子 2年）

お互いが異なる経験や背景を持ちなが
らも、それぞれの思いをしっかり言葉
にして伝え合う中で、多くの共感や気
づきが生まれました。若い世代がつな
がり、同じルーツを持つ者同士で思い
を交わす場をこれからも大切にしてい
きたいと強く思いました。
�
� （長崎 女子 2年）

プログラムの内容が面白そうだったの
で参加しました。実際に参加してみる
と楽しいだけではなく、仲間と自分自
身のルーツや母国と日本の関わりなど
の話をしたり、共感してもらえたり、
とても充実した4 日間でした。同じ
ルーツを持つというだけで、こんなに
も仲が深まることに驚きました。
� （埼玉 女子 １年）

今回のサマーキャンプで、色んな体験
ができました。ハイキングでは木の葉
が風でゆれる音、蝉や鳥がなく音など
を聞けてとても気持ち良かったです。
さらに、チャンゴ体験では今まで演奏
したことのないリズムを沢山教えてもら
えてすごく楽しかったです。
�
� （大阪 女子 １年）

最後のキャンプファイヤーは私の中で
すごく印象に残っていて、仲間の大
切さを感じることができました。今回
のサマーキャンプで仲良くなったメン
バーとまた会いたいと思ったので、来
年もぜひ参加したいです！！ご飯もと
ても美味しかったし、最高の思い出に
なりました！
� ( 京都 女子 1年)

初めて参加しましたが、自分と同じルー
ツの人たちに囲まれて過ごしたサマー
キャンプはとても新鮮味があり、驚く
ほど楽しかったです。来年は受験生と
なりますが、親を説得するためにも勉
強を頑張り成績を上げて、参加したい
と思います。
�
� （東京 女子 ２年）

Q R コ ー ド を 読 み 取 り 、 G o o g l e フ ォ ー ム に
必 要 事 項 を 入 力 し て く だ さ い 。   

申 込 み 受 付 後 、 L I N E 公 式 ア カ ウ ン ト で  
保 護 者 参 加 同 意 書 等 の 書 類 を お 送 り し ま す 。

書 類 を E メ ー ル で 提 出 し て （ 写 真 添 付 可 ）、
申 込 み 完 了 で す 。

※ 参加対象者は、本会の高校奨学生です。
※ 必ず保護者の同意を得てから、参加申込みをしてください。

第52回 高校奨学生サマーキャンプ参加申込み方法
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